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	研究成果内容　
【主な研究成果】
本共同研究は、Ti合金の凝固過程を直接観察することを試みている。令和5年度は、熊本大学で作製されたTi-7wt%Fe合金を試料として、東北大学金属材料研究所で保有する“その場”観察装置により凝固過程の直接観察実験を行った。これまでの検討で、実験に用いるルツボ材として石英およびグラファイトを試したが、試料加熱中での酸素混入やルツボ材とTi合金との反応などにより観察が出来なかった。そこで、セラミックス系のジルコニアやアルミナでルツボを作製し実験を行った。アルミナルツボでは加熱中にルツボ材とTi合金との反応により、溶融凝固過程の観察が困難であった。一方、ジルコニアルツボでは、試料の融解および凝固過程を観察できることが分かった。しかしながら、融解した際に酸化膜が融液表面を覆ってしまい、固液界面を明瞭に観察するには至っていない。加熱中の酸化を抑制するために試料の洗浄方法や加熱時間について検討を進めているところである。
【今後の展望】
[bookmark: _GoBack]Ti-Fe合金において凝固過程の固液界面を観察するための条件が明らかになってきた。今後は、試料洗浄や実験条件を更に検討して、固液界面の明瞭な観察を行いたい。固液界面観察が可能となったら、結晶成長速度が固液界面形状に及ぼす影響やTi-Fe合金のデンドライト成長メカニズムなどを明らかにしたい。また、同合金の凝固現象に及ぼす酸素の影響についても明らかにしたい。

【具体的な成果】
　なし
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